
8月の 休 日 等 在 宅 当 番 医休 日 等 在 宅 当 番 医

都合により変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
診療時間外に、急病などで受診が必要なときは、
救急医療情報センター（☎36─1133・ホームページ http://www.qq.pref.aichi.jp/）に問い合わせてください。

☆高浜市歯科医師会　＜診療日＞日曜　 ＜診療時間＞9:00～12:00

☆高浜市医師会　＜診療日＞日曜および祝日　 ＜診療時間＞9:00～12:00、13:30～17:00
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コラム 今月のテーマ
「認知症は予防できるか」認知症とこれから

アルツハイマー病は発症の10年ほど前から脳の記憶をつかさどる「海馬」と呼ばれる領域の
神経細胞が死に、脳が委縮し始めます。その結果、認知機能が低下し、発症します。
これは脳内にアミロイドβというタンパク質が蓄積し、老人斑というシミを形成することが原

因です。このタンパク質の蓄積は発症の約20年前、40代ごろから始まると言われており、正常
な脳にも存在するものです。しかし、アルツハイマー型の場合はこのタンパク質が多量に沈着
し、老人斑を形成します。そして神経が変性し神経細胞ネットワークが崩壊し発症します。
なぜこのタンパク質ができるのか、明らかな原因はまだわかっていませんが、その発生の最大

要因は「加齢」であり「生活習慣」が大きく影響しているといわれています。
ある研究者は、この老人斑を肌に現れるシミやシワと同じだといいます。時間と共に自然に表

れるもの。歳を重ねるごとに、自然に肌だけでなく身体機能、運動機能なども衰えます。長寿社
会において、加齢や生活習慣によるみずからの変化を「ケア」することは、健康で長生きを実現
させるために必要なことです。
シミやシワと同じように、認知症も「ケア」方法の研究が進んでいます。
市では、今年度60歳以上の方を対象に「脳とからだの健康チェック」を行います。これは認

知症かどうかの診断をする健診ではなく、皆さんの認知機能や身体機能が同年代の平均と比べて
どうか、ということがわかります。認知機能は歳とともに低下しますが、年齢相当以上に低下す
る人は生活習慣の改善や予防活動をお勧めします。自分の今の状態を知ることが、エイジングケ
アの第一歩です。

認知症についての相談
はこちらへ

いきいき広場内福祉まるごと相談グループ　　　　 　 ☎52－9610
認知症介護相談（認知症の人と家族の会）平日 月～金曜日10時～16時　☎0562－31－1911
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屋敷町
向山町おかべ歯科眼科クリニック【医科】2日

泰生医院 青木町
近藤医院9日

寺尾内科小児科 小池町
沢渡町

☎52─1001
☎53─0073

☎53─0029
☎52─7775

23日
30日 ☎52─3030

16日

増田耳鼻いんこう科医院

呉竹町
青木町鈴木歯科医院2日

かじかわ歯科 湯山町
杉浦歯科医院9日

グリーン歯科 屋敷町
沢渡町

☎52─6456
☎53─1515

☎52─5000
☎53─0761

23日
30日 ☎91─8838

16日

しずま歯科クリニック

17広 報たかはま　H27.7.15

あぶない！
あなたに忍び寄るサイレントキラー？!

問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　☎52－9871

健康
たかはま２１健康
たかはま２１健康
たかはま２１

糖尿病とは
糖尿病とは、インスリンというホルモンの不足や働きが鈍くなることによって、慢性的に血液中のブドウ糖

濃度（血糖値）が高くなる病気です。自覚症状がないことから『サイレントキラー』と呼ばれています。
糖尿病は、インスリン分泌が著しく低下するⅠ型糖尿病と、他の病気によっておこる糖尿病、また、生活習

慣によってインスリンの働きが悪くなるⅡ型糖尿病があり、日本では、Ⅱ型が95％以上を占めています。

Ⅱ型糖尿病の原因は？
以下のような生活の悪習慣に関連があります。　　　　　　　　　※そのほか、遺伝的要因などもあります

食べすぎ・不規則な食事時間
カロリーのとりすぎや、不適

切な食習慣は、血糖値を上げる
原因となります。

8月15日号にて掲載予定

アルコール・タバコ
タバコは、インスリン作用を

低下させたり、血管を傷つけた
りします。アルコールは血糖コ
ントロールを乱します。またア
ルコールはカロリー、糖質の高
いものがあり適量を守る必要が
あります。

運動不足
運動によりエネルギーを消費

するほか、インスリン感受性が
高まり、血糖値がコントロール
できます。

9月15日号にて掲載予定

放置するとどうなるの？

高血糖が続くことで、血管や神経は傷つき、弱くも
ろくなります。それにより、全身にさまざまな障がい
がおき、死亡の原因となることもあります。

受けておきたい関連検査項目

高浜市の現状
糖尿病を疑われる人は、全国で2,050万人。市で

は、平成25年度特定健診を受けた人の約７割がＨｂ
Ａ１ｃ要指導レベルでした。
※HbA1c：過去１～２か月の血糖値の平均。
　5.6以上が要指導

＜三大合併症＞
・糖尿病網膜症
・糖尿病神経障害
・糖尿病腎症

動脈硬化症による
・脳血管疾患
・心疾患
そのほか感染症など

男性：40～74歳 女性：40～74歳

平成25年度高浜市の性別HbA1c5.6以上の割合

※H24年「国民健康・栄養調査」結果より
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糖尿病が強く疑
われる人
950万人

糖尿病の可能性を否
定できない人
1,100万人

合わせて2,050万人
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27％
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5.6以上

75％73％
尿検査

血
液
検
査
★HbA1c

★空腹時
　血糖値

眼底検査 眼底の血管状況を撮影し、目的の一
つとして動脈硬化の指標とします

１～２か月の血糖値の平均的な状態

正常値：１００未満

血液中のブドウ糖の濃度
検査前の食事に影響される

尿中のブドウ糖をはかる
糖尿病にかならず尿糖があるわけ
ではない

正常値：5.6未満


